
2013年度 日本機械学会賞(技術)受賞
（日本の先端科学技術の紹介）

『豚もも部位自動除骨ロボットの開発』

８月７日は「機械の日」

　８月１日～７日は「機械週間」

ロボットでお肉を切って骨を取り出す

職人技を自動化
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『なぜこの技術
ぎじゅつ

が必要
ひつよう

なのか？』 

お⾁
にく

から⾻
ほね

をはずす作業
さぎょう

は切り
き

⽅
かた

が難しい
むずか

ので職⼈
しょくにん

の技
わざ

が必要
ひつよう

ですが、たくさん⾁
にく

を切る
き

きつい作業
さぎょう

をする職⼈
しょくにん

が減って
へ

きて困って
こま

います。 

『この技術
ぎじゅつ

は何
なに

に役⽴つ
やくだ

のか？』 

⼈
ひと

に代わって
か

ナイフを持った
も

ロボットが 1時間
じかん

に 500個
こ

のスピードで

豚⾁
ぶたにく

から⾻
ほね

を取り
と

出し
だ

ます。 

『この技術
ぎじゅつ

のここに注⽬
ちゅうもく

！ここがすごい！』 

お⾁
にく

は⼀つ⼀つ
ひとつひとつ

形
かたち

や⼤きさ
おお

が違います
ちが

。軟らかい
やわ

ので押す
お

と形
かたち

が変わって
か

しまいます。ロボットは

決められた
き

通り
とお

に動く
うご

ことが得意
とくい

ですが、フニャフニャしたものに合わせて
あ

動き
うご

⽅
かた

を変える
か

のは苦⼿
にがて

です。そこ

で⼈
ひと

の⼿⾸
てくび

のように柔らかく
やわ

動く
うご

仕組み
しく

をロボットに取り
と

付けました
つ

。お⾁
にく

の位置
いち

がズレてもこの仕組み
しく

がす

ばやくズレを吸収
きゅうしゅう

するので、ロボットが職⼈
しょくにん

と同じ
おな

ようにお⾁
にく

を切る
き

ことができます。 



■ ロボットの得意
とくい

なこと、苦⼿
にがて

なこと 

ロボットは動く
うご

前
まえ

にどのような道
みち

を通る
とお

かを決めます
き

。そして

決めた
き

道順
みちじゅん

の通り
とお

に動きます
うご

。ロボットは、決められた
き

こと

を速く
はや

、正確
せいかく

に、⻑い
なが

時間
じかん

続ける
つづ

ことが得意
とくい

です。 

お⾁
にく

から⾻
ほね

を取り
と

出す
だ

ロボットではフニャフニャした⾁
にく

の中
なか

に

埋まって
う

いる⾻
ほね

に沿って
そ

切り
き

込み
こ

を⼊れます
い

が、このときロボ

ットが⾻
ほね

を押す
お

と⾻
ほね

の位置
いち

が最初
さいしょ

に教えられた
おし

ところからず

れてしまいます。しかし、ロボットはそれに気付かない
きづ

ので、

ずれたまま動き
うご

続けて
つづ

しまいます。 

■ このロボットのすごいところ 

ロボットにかかる⼒
ちから

の⼤きさ
おお

を測って
はか

位置
いち

がずれたことを

⾒つける
み

⽅法
ほうほう

はありますが、「⼒
ちから

がかかる測る
はか
考える

かんが

(どうなっているか・どう直す
なお

か)動く
うご

」と⼿順
てじゅん

が多い
おお

ので、す

ばやくズレにあわせて動く
うご

ことができません。⼈
ひと

は握⼿
あくしゅ

した⼿
て

を引っ張られたり
ひっぱ

押されたり
お

してもすばやく受け
う

流す
なが

ことがで

きます。頭
あたま

で考える
かんが

よりも先に
さき

⼿⾸
てくび

などの柔らかさ
やわ

で⼒
ちから

を

逃がして
にが

います。「⼒
ちから

がかかる動く
うご

」と⼿順
てじゅん

が少なく
すく

なって

いるのです。⾻
ほね

を取り
と

出す
だ

ロボットもこれと同じ
おな

考え
かんが

⽅
かた

で

⼿⾸
てくび

のような仕組み
しく

をロボットとナイフの間
あいだ

に取り
と

付け
つ

まし

た。これによってロボットが⼈
ひと

と同じ
おな

ように速い
はや

速度
そくど

でお⾁
にく

を

切れる
き

のです。 

 

 

■ ⼈
ひと

の⼿⾸
てくび

のような仕組み
し   く

 
① バネ 

ロボット先端
せんたん

のナイフは両側
りょうがわ

からバネで押し
お

付けられて、い

つも真ん中
まんなか

になるようにしてあります。⾻
ほね

の位置
い ち

がナイフのほ

うにずれてしまっても⾻
ほね

がナイフを押
お
し返

かえ
し、その⼒

ちから
がバネに

伝
つた

わることでナイフを⾻
ほね

から離
はな

す⽅向
ほ う こ う

に逃
に

がすことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

② ナイフの刃
は
の向き

む
 

ナイフの刃
は

が鋭い
するど

⾓度
かくど

で⾻
ほね

にあたってしまうと、ナイフが⾻
ほね

に

⾷い
く

込んで
こ

しまいます。ナイフの刃
は

の⾓度
かくど

を振れる
ふ

ようにし

て、その中⼼
ちゅうしん

をナイフの進む
すす

⽅向
ほうこう

に配置
はいち

にします。このよう

にするとナイフの刃先
はさき

はいつも中⼼
ちゅうしん

を向く
む

ようになります。 

 

 

 

 

独創的メカづくりが将来の日本を築く
どくそうてき しょうらい にほん きず

ロボットでお肉を切って骨を取り出す

～ 詳しい説明 ～
せつめい

にく

くわ

ほね と だき


